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Ⅰ 研究主題設定の理由 

「平成 26 年度全国学力・学習状況調査」（文部科学省）の国語に関する調査(中学校第３学

年対象)において、「目的に沿って話し合い、互いの発言を検討すること」(平均正答率 54.9％)

が課題のある事項として挙げられている。また、「平成 26 年度『児童・生徒の学力向上を図

るための調査』」（東京都教育委員会）の国語に関する調査（中学校第２学年対象）において

は、「話を聞き必要に応じて適切な質問をすること」（平均正答率 27.6％）が課題のある事項

として挙げられている。 

現在、各中学校ではスピーチやプレゼンテーション、面接などにおける効果的な話し方に

ついての指導が行われている。その成果として、あらかじめ準備した原稿等を基に自分の考

えを話すことができる生徒は多い。しかし、その一方で、各教科等の授業において話合いを

する際に、他者の考えを聞き、互いの考えを生かしながらより良い考えを再構築することに

は課題が見られる。これは、国語科の授業において、スピーチやプレゼンテーションのよう

な「話すこと」の指導に重点が置かれ、「聞くこと」の指導が十分ではないことに一因がある

と考えられる。実際、「聞くこと」の指導においては、他者の話を的確に聞き取ることを目標

にした指導は行われているが、聞き取った他者の考えを検討し、必要に応じて適切な質問を

しながら情報の不足を主体的に補い、自分の考えを深めることの指導は十分に行われている

とはいえない。 

これらの調査結果や指導の実態の分析から、国語科の授業において生徒の思考力・判断力・

表現力を育成する際に、他者の考えを主体的に聞き、互いの考えを検討することを通して、

自分の考えを深められる生徒を育成する指導を充実していく必要があると考える。課題を解

決するのに必要な情報を得るために適切な質問をする「主体的に聞く力」や、情報を整理し

たり、比較したり、評価したりしながら、「自分の考えを深める力」は、他教科の学習におい

ても必要な力である。実生活において課題に直面した場合にも、他者の考えを主体的に聞く

ことによって多様なものの見方や考え方に触れ、自らの考えを見つめ直すことで、より良く

課題を解決できるようになると考えられる。 

 これらのことを踏まえ、本研究では、「話すこと・聞くこと」の指導事項の中で、「聞くこ

と」の指導に焦点を当て、研究主題を「他者の考えを主体的に聞き、自分の考えを深める力

を育成する指導の工夫」とし、研究を行うこととした。 

 

Ⅱ 研究の視点 

他者の考えを主体的に聞き、自分の考えを深める力を、生徒一人一人に身に付けさせるた

めの効果的な指導の工夫を示すことが、本研究の目指すところである。そこで、以下のよう

な視点をもち、研究に取り組む。 

研究主題 

他者の考えを主体的に聞き、 
自分の考えを深める力を育成する指導の工夫 
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１ 身に付けさせたい力を明確にした言語活動の設定 

学習指導要領では、「話すこと・聞くこと」の指導事項として、「エ 必要に応じて質問し

ながら聞き取り、自分の考えとの共通点や相違点を整理すること」（第１学年）、「エ 話の論

理的な構成や展開などに注意して聞き、自分の考えと比較すること」（第２学年）、「ウ 聞き

取った内容や表現の仕方を評価して、自分のものの見方や考え方を深めたり、表現に生かし

たりすること」（第３学年）という項目が示されている。 

これらの指導事項の系統性を踏まえ、各学年の生徒に身に付けさせたい力を明確にした上

で、それらの力を育成するのにふさわしい言語活動を以下のように設定する。 

学年 身に付けさせたい力 言語活動 設定の理由 

１ 他者の考えと自分の考えと

の共通点や相違点を整理し、

自分の考えをまとめる力 

バズセッション 小グループごとに自由に話し合

って多様な考えを全体に報告する

バズセッションの形態は、他者の

考えと自分の考えとの共通点や相

違点を整理する力の育成に適して

いるため。また、各グループから

の報告を踏まえて、自分の考えを

再構築させることで、自分の考え

をまとめる力も育成できるため。 

２ 他者の考えと自分の考えと

を比較し、自分の考えを広げ

る力 

パネルディスカッ

ション 

異なる複数の立場のパネリスト

による討論を聞きながら、フロア

として質疑応答に参加するパネル

ディスカッションの形態は、自分

の考えと複数のパネリストの考え

とを比較し、質疑応答をすること

で、自分の考えを広げる力を身に

付けさせることができるため。 

３ 多様な考えを評価し、自分

のものの見方や考え方を深め

る力 

企画会議  小グループごとに異なる企画を

提案し、それらを評価して最も優

れた企画を決める企画会議の形態

は、多様な考えを評価し、自分の

ものの見方や考え方を深める力の

育成に適しているため。 

このような言語活動を設定し、学年ごとに系統的な指導を行うことで、他者の考えを主体

的に聞き、自分の考えを深める力を育成することができると考える。 

なお、本研究における整理・比較・評価は、次のように定義する。 

整理 
聞き取った他者の考えを自分の考えと比べて、その共通点や相違点を明確にし、いく

つかのグループに分類すること 

比較 
自分の考えと比べながら、聞き取った他者の考えに賛成・反対、納得できる・できな

いなどの判断をしていくこと 

評価 
聞き取った他者の考えについて、根拠を確かめて判断したり、自分の考えや立場との

違いを明らかにしたり、意義や価値を考えて自分の意思決定に役立てたりすること 

２ 多様な考えを生み出す課題の設定 

他者の考えを主体的に聞き、自分の考えを深めるためには、話合いの際に、必要に応じて

適切な質問をしながら、聞き取った情報の整理・比較・評価をすることが重要である。なぜ

なら、情報を目的に応じて整理・比較・評価するなどして検討する過程で、自分の考えに根
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拠を補足したり、自分の考えとは異なる考えに変容したり、それまで思い付くことのなかっ

た新たな考えを創造したりすることになり、聞き手は自分の考えを一層深められるようにな

るからである。 

このような学習活動を効果的に行うためには、生徒が多様な考えをもち、意欲的に参加で

きるような話合いの課題を設定することが不可欠である。なぜなら、自分とは異なる考えを

聞くことで、「なぜ、自分とは違う考えなのだろうか」という疑問が生じ、主体的に聞こうと

する意欲が高まるからである。また、自分とは異なる考えを聞くからこそ、他者の考えと自

分の考えとの共通点や相違点を整理したり、自分の考えと比較したり、評価したりする必要

性を生徒は実感するのだと考える。 

そこで、生徒の発達段階や中学校生活の実態を考慮しながら、学年ごとに以下のような課

題を設定することとする。 

学年 話合いの課題 設定の理由 

１ 自分たちのクラスにふ

さわしいキャラクターを

考える。 

 中学校に入学し、様々な行事を体験する過程で、小学

生のときよりもクラスへの所属感や連帯感を強く意識す

るようになる第１学年では、自分たちのクラスの良さを

象徴するキャラクターを考えるという課題は、一人一人

の異なった思いによって多様な意見が生じるとともに、

互いの考えたキャラクターを楽しみながら考えを深める

ことができるため。 

２ 仕事をする上で必要な

力を考える。 

 第３学年に向けて進路への意識も高まる第２学年で

は、職場体験を経験することで、仕事に関する興味・関

心が高まっている。特に職場体験での実際の経験を踏ま

えて、仕事をする上で必要だと思われる力について考え

ることは、それぞれの経験に応じて多様な考えが生じる

とともに、高い関心をもって取り組むことができるため。 

３ 海外の姉妹都市から来

る中学生に日本の良さを

伝える○○市(区)ツアー

を考える。 

 義務教育９年間の教科等の学習を積み重ねた３年生

は、日本の良さについて、自らの経験や知識と結び付け

て具体的に考えることができるようになる。それらの経

験や知識を活用しながら、海外から来る中学生に日本の

良さを伝えるのにふさわしい地域の名所を考えること

は、地域に対する一人一人の異なった思いを込めること

ができ、意欲的に考えることができるため。 

３ 互いの考えを整理・比較・評価する学習活動の設定 

学年ごとに設定した課題について話し合わせる際には、目的に応じて互いの考えを整理・

比較・評価する学習活動を設定することとした。この学習活動では、単にワークシートに他

者の考えをメモさせるのではなく、他者の考えの要点を付箋にメモさせる。その上で、ワー

クシートに付箋を貼り付けながら、互いの考えを整理・比較・評価できるよう工夫した。こ

のような手だてによって、複数の視点による考えやその根拠を明確に捉えることができ、自

分の考えに足りない点を補ったり、新たな考えへと変容したりするために必要な質問を考え

ることが容易になると考えた。このようにして必要な情報を補うことで、生徒は課題をより

良く解決するために自らの考えを再構築できるようになるはずである。 
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Ⅲ 研究の仮説 

本研究では、話合い活動を通して、課題の解決に必要となる他者の考えを聞き取らせ、そ

れらを整理・比較・評価させることで、自分の考えを深める力を育成することができるので

はないかと考える。そこで、次のような研究の仮説を設定し、検証授業を行っていくことと

する。 

―仮説― 

多様な考えをもつことができる課題について話し合わせる過程に、他者の考えを主体的に

聞き、互いの考えを検討する学習活動を位置付けることで、生徒は自分の考えをより深める

ことができるであろう。 

 

Ⅳ 研究の方法 

１ 調査研究 

「平成 26 年度全国学力・学習状況調査」（文部科学省）の国語に関する調査(中学校第３学

年対象)や「平成 26 年度『児童・生徒の学力向上を図るための調査』」（東京都教育委員会）

の国語に関する調査（中学校第２学年対象）等を参考にして、東京都の中学生の国語の能力

を分析する。 

２ 授業検討・検証授業 

  研究の視点に基づき、単元の学習において、以下のような学習活動を工夫することで、「他

者の考えを主体的に聞き、自分の考えを深める力」の育成を図る。 

① 課題に対する多様な考えを聞く際に、必要に応じて適切な質問をする学習活動 

② 聞き取った他者の考えを整理・比較・評価するなどして検討し、自分の考えを再構築

する学習活動 

このような単元を学年ごとに設定し、授業を行った後、ワークシート等に生徒が記述した

内容などを基に、成果と課題を考察することによって仮説を検証する。 

〈検証する学習過程のモデル〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本研究では、「他者の考えを主体的に聞く学習活動」と「互いの考えを検討する学習活動」

との間には厳密な順序性はないものとする。主体的に聞いた後に互いの考えを検討する場

合や互いの考えを検討した後に主体的に聞く場合など、学習課題や生徒の実態等に応じて

効果的な学習過程を工夫する。 

 

 
他者の考えを主体的に聞き、自分の考えを深める力を育成する学習過程 

 

  
 

必要に応じて適切

な質問をしながらメ

モする。 

 

 

 
 

メモした付箋を用

いて多様な考えを整

理・比較・評価する。 

 

 
 

 課題をより良く解

決するために、自分の

考えを再構築する。 

他者の考えを 

主体的に聞く 

互いの考えを

検討する 
自分の考えを

より深める 

話合い活動を通して互いの考えを検討する 

 

 
 

課題や話合いの目的

を理解し、自分の考え 

をもつ。 

自分の考えをもつ 
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３ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―検証授業内容― 

① 課題に対する多様な考えを聞く際に、必要に応じて適切な質問をする学習活動 

② 聞き取った他者の考えを整理・比較・評価するなどして検討し、自分の考えを再構築する学習活動 

 

 

 

 

・他者の考えと自分の考えとの共通

点や相違点を整理し、自分の考え

をまとめる力 

→バズセッション（第１学年） 

・他者の考えと自分の考えとを比較

し、自分の考えを広げる力 

→パネルディスカッション（第２

学年） 

・多様な考えを評価し、自分のもの

の見方や考え方を深める力 

→企画会議（第３学年） 

 

 

 

 

・自分たちのクラスにふさわしい

キャラクターを考える。 

（第１学年） 

・仕事をする上で必要な力を考える。 

（第２学年） 

・海外の姉妹都市から来る中学生に

日本の良さを伝える○○市(区)ツ

アーを考える。  （第３学年） 

 

 

 

 

・グループごとの報告を聞き、必要

に応じて適切な質問をしながら自

分の考えとの共通点や相違点を整

理する。（第１学年） 

・パネルディスカッションで他の立

場の主張を聞き、必要に応じて適

切な質問をしながら自分の考えと

比較する。（第２学年） 

・企画会議で他のグループの企画を

聞き、必要に応じて適切な質問を

しながら自分たちで考えた観点に

基づいて評価する。（第３学年） 

【「平成 26年度『児童・生徒の学力向上

を図るための調査』」（東京都教育委

員会）から】 

・「話を聞き必要に応じて適切な質問

をすること」の平均正答率が 27.6% 

 

身に付けさせたい力を明確にし

た言語活動の設定 

【研究の視点１】 
 

多様な考えを生み出す課題の設定 

【研究の視点２】 

研究主題 

他者の考えを主体的に聞き、自分の考えを深める力を育成する指導の工夫 

―仮説― 

多様な考えをもつことができる課題について話し合わせる過程に、他者の考えを主体的に聞き、互いの

考えを検討する学習活動を位置付けることで、生徒は自分の考えをより深めることができるであろう。 

【指導の実態】 
・ス ピ ー チ や 発 表 等 の 話 す こ と の 指 導 に重点  

・話の内容を聞き取る指導に重点 

・話を聞き、考えを深めさせる指導が不十分 

 

互いの考えを整理・比較・評価

する学習活動の設定 

【研究の視点３】 

【中学校学習指導要領国語 目標】 
国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を養い言語感覚を

豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重する態度を育てる。 

【「平成 26年度全国学力・学習状

況調査」（文部科学省）から】 

・「目的に沿って話し合い、互い

の発言を検討すること」の平均

正答率が 54.9％ 

【身に付けさせたい力】 
第１学年……他者の考えと自分の考えとの共通点や相違点を整理し、自分の考えをまとめる力 
第２学年……他者の考えと自分の考えとを比較し、自分の考えを広げる力 
第３学年……多様な考えを評価し、自分のものの見方や考え方を深める力 

他者の考えを主体的に聞き、自分の考えを深める力を育成する学習過程 

 

 

課題や話合いの目的

を理解し、自分の考えを

もつ。 

 

  
 

必要に応じて適切な

質問をしながらメモす

る。 

 

 
 

 

メモした付箋を用い

て多様な考えを整理・

比較・評価する。 

 

 
 

 課題をより良く解決

するために、自分の考

えを再構築する。 

自分の考えをもつ 
他者の考えを 

主体的に聞く 

互いの考えを 

検討する 
自分の考えを 

より深める 

話合い活動を通して互いの考えを検討する 

【研究の成果と課題】 

ワークシート等に生徒が記述した内容などを基に、生徒の考えの深まりについて分析し、研究の仮説につ

いて検証する。 
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Ⅴ 研究の内容 

＜指導例１：第１学年＞ 他者の考えと自分の考えとの共通点や相違点を整理し、自分の考え

をまとめる力を育成する指導の例 

１ 単元名 

  クラスのキャラクターを話し合ってつくろう 

  ～他者の考えと自分の考えとの共通点や相違点を整理し、考えをまとめる～ 

２ 単元の目標 

聞き取った他者の考えと自分の考えとの共通点や相違点を整理し、自分の考えをまとめる

ことができる。 

３ 評価規準 
  【国語への関心・意欲・態度】 

  ・必要に応じて質問しながら他者の考えを聞き取り、自分の考えとの共通点や相違点を整

理しようとしている。 

  【話す・聞く能力】 

・聞き取った他者の考えと自分の考えとの共通点や相違点を整理し、自分の考えをまとめ

ている。                     （Ａ 話すこと・聞くこと(1)エ） 

【言語についての知識・理解・技能】 

  ・事象や行為などを表す多様な語句を必要に応じて用いている。 

                    （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ(ｳ)） 

４ 教材 

  ・ワークシート 

５ 主な学習活動 

(1) 単元の展開（全４時間） 

 学習活動 指導上の留意点 

第１時 ○ 単元の課題を把握し、多様な他者の考え

を整理するためのメモについて考える。 

・多様な他者の考えをメモした付箋を整

理する方法を身に付けさせる。 

第２時 ○ グループで話し合ってキャラクターを

考える。 

・観点を明確にして、自分たちのクラス

にふさわしいキャラクターについて話

し合わせる。 

第３時 ○ グループごとの報告を聞き、メモした情

報を観点ごとに整理し、必要に応じて質問

する。 

・自分の考えとの共通点や相違点を考え

ながら、メモした付箋を整理させ、自

分と異なる考えの根拠を明らかにする

などの質問をさせる。 

第４時 ○ 聞き取った他者の考えを参考にしなが

ら、クラスの特徴をより良く表すことがで

きるキャラクターを考える。 

・整理した他のグループの考えや根拠を

基に、自分の考えを再構築させる。 
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(2) 指導の展開例 

第１時 

① 本時の目標 

   必要に応じて質問しながら他者の考えを聞き取り、自分の考えとの共通点や相違点を整

理するために効果的なメモの仕方について考える。 

② 本時の学習 

学習活動 指導上の留意点 ○評価規準・〔評価方法〕 

○ 単元の課題を把握する。 

 

 

 

○ 学習の見通しをもつ。 

 

 

○ メモの取り方を考える。 

 

 

○ 練習課題について、自分

の考えをまとめる。 

○ スピーチ例を聞いて付

箋にメモし、必要に応じて

質問しながら整理する。 

○ 別の練習課題について

も同様にメモを取る。 

○ メモの取り方について

分かったことをまとめる。 

・自分たちのクラスの良さを他のクラ

スの生徒に伝えるためのキャラク

ターについて、話合いを通して考え

るという課題を理解させる。 

・話合いを生かして自分の考えをまと

められるよう、効果的なメモの仕方

について考えることを理解させる。 

・生徒の意見を基に、２点にまとめる。 

①短いキーワードだけをメモする。 

②記号等を用いて省略して書く。 

・「小学生への中学校紹介」という課題

について、自分の考えをもたせる。 

・自分の考えに似ているものは、「自分

の考え」の近くに貼らせる。 

 

・「勉強の仕方」という課題について二

つのスピーチ例を聞かせる。 

・これまでの自分のメモの仕方と比べ

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 必要に応じて質問

しながら他者の考え

を聞き取り、自分の考

えとの共通点や相違

点を整理しようとし

ている。 

〔ワークシート〕 

 

第２時 

① 本時の目標 

   自分たちのクラスの良さを表すキャラクターについて、観点を明確にして話し合う。 

② 本時の学習 

学習活動 指導上の留意点 ○評価規準・〔評価方法〕 

○ 学習の見通しをもつ。 

 

 

 

○ キャラクターづくりの

・キャラクターづくりの観点を明確に

して、次回、各グループでキャラク

ターの提案をできるように準備する

ことを確認する。 

・キャラクターづくりに必要な観点を
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観点を確認する。 

 

○ バズセッションの形式

を使い、観点に沿って話し

合う。自分の考えをもつ 

○ ワークシートに、話合い

の結果をまとめる。 

挙げさせ、「形」「名前」など、五つ

にまとめる。 

・ホワイトボードに互いの考えを書か

せ、考えを可視化させながら、話し

合わせる。 

・話合いがまとまっていないときは、 

経過が分かるようまとめさせる。 

 

 

○ 事象や行為などを

表す多様な語句を必

要に応じて用いてい

る。〔ワークシート〕 

 

第３時 

① 本時の目標 

   他のグループの報告を聞き、質問をしながらメモを整理する。 

② 本時の学習 

学習活動 指導上の留意点 ○評価規準・〔評価方法〕 

○ 学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

○ 自分のグループの考え

を再確認する。 

 

○ 代表者によるグループ

ごとの報告を聞き、メモを

取る。 

○ メモを書いた付箋を自

分の考えと比較しながら、

ワークシートに貼る。 

 

 

○ 必要に応じて質問をする。 

他者の考えを主体的に聞く 

 

 

○ 他のグループの報告も

同様に行う。 

○ 貼り付けた付箋を整理し、

気づいたことをメモする。 

・次回、より良いキャラクターづくり

をするために、他のグループの報告

を聞き、質問をしながらメモを整理

することで、参考となる考えを得る

ということを理解させる。 

・第１時と同様のワークシートを使用

し、キャラクターに関する自分の考

えを中央に書かせる。 

・ホワイトボードにイラストと名前を

書かせ、代表者に話合いの結果を観

点ごとに簡潔に報告させる。 

・メモした付箋を観点ごとに分け、中

央に書いた自分の考えと共通してい

る場合は中央付近に、相違している

場合は中央から離して、ワークシー

トに貼らせる。 

・付箋に書かれたメモを見ながら、自

分と異なる考えの根拠を明らかにす

るなどの質問をさせ、回答を付箋に

メモし、ワークシートに貼らせる。 

・最初のグループと同様にメモさせ、

必要に応じて質問をさせる。 

・付箋が貼られたワークシートを見直

し、同じような内容の付箋は近付け

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 必要に応じて質問

しながら他者の考え

を聞き取り、自分の考

えとの共通点や相違

点を整理しようとし

ている。 

〔ワークシート〕 
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互いの考えを検討する 

 

るなど、自分の考えとの距離を変え

させながら付箋を整理させる。 

 

第４時 

① 本時の目標 

   聞き取って整理した他者の考えを生かして、自分の考えをまとめる。 

② 本時の学習 

学習活動 指導上の留意点 ○評価規準・〔評価方法〕 

○ 学習の見通しをもつ。 

 

 

○ 整理したメモから、自分

のキャラクターづくりに

使う情報を選ぶ。 

 

○ 個人でキャラクターづ

くりを行う。 

自分の考えをより深める 

 

 

○ グループの中でお互い

の作品を見せ合う。 

○ 単元の振り返りを行う。 

・前時に整理した他者の考えを生か

し、キャラクターを再考することを

理解させる。 

・前時に整理したワークシートを見直

し、考えを再構築する際に役に立つ

と思われる付箋を選び、本時のワー

クシートに貼らせる。 

・自分の考えだけでなく、他のグルー

プの考えを用いたり、新たな考えを

加えたりしてもよいことを理解さ

せ、参考にした他者の考えや自分の

考え、その根拠について記入させる。 

・互いの考えが深まった部分について

話し合わせる。 

・第２時で使用したワークシートと本

時で使用したワークシートに記入し

た自分の考えを比較させ、気付いた

ことなどをまとめさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 聞き取った他者の

考えと自分の考えと

の共通点や相違点を

整理し、自分の考えを

まとめている。 

〔ワークシート〕 

 

第１時で使用したスピーチ例の原稿（２回目の課題） 

場面設定：学級活動でテスト前の勉強の仕方について各自が発表する場面 

Ａ： 私のテスト前の勉強の方法について発表します。テスト１週間前までは、部活動があるため、いつもど

おり授業の復習ぐらいしかできません。本格的に勉強を始めるのは部活動が休みになる、テストの１週間

前からです。家に帰ってから、大体４時間ぐらい勉強します。夜はいつもどおり早く寝て、朝５時に起き

て２時間勉強します。家で勉強しているときに分からないところがあったら、付箋を貼っておいて、次の

日、学校で先生に聞くようにしています。 

勉強は、ノートにまとめることを中心にしています。ノートをしっかりとまとめておけば、テスト直

前にそれを見返すだけで復習になるので、とても便利です。 

Ｂ： 僕はテスト前の勉強は「量より質」だと思っています。そんなに長い時間は勉強しません。そのかわり、

集中して勉強します。一人きりで、音楽やテレビの音が全く聞こえない自分の場所でがんばります。寝る

前に、大事な部分を暗記すると、覚えやすいように思います。もし、分からないところがあったら、後で

家族に聞きます。兄がいつも丁寧に教えてくれます。一つの問題集を何度も何度も解くのが僕の勉強法で

す。分かる問題はやらずに、分からなかった問題にチェックをつけて繰り返すようにします。 
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【生徒による活動の例】 

第１時で使用したワークシート 

 

第４時で使用したワークシート 

 

自分の考えを中央

に書く。 

自分の考えと似ている考え

は中央に近付けて貼る。 
Ａさんのメモがないので、質

問する必要があると分かる。 

似た考えは近

付けて貼る。 

自分の考えと異な

っている考えは中

央から離して貼る。 
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６ 検証授業の成果と課題 

 第１学年では、他者の考えと自分の考えとの共通点や相違点を整理し、自分の考えをまとめ

る学習活動を行った。本検証授業において、ワークシートに生徒が記述した内容を分析した結

果、生徒の考えの変容について、以下のような結果が見られた（対象生徒250名）。 

① 最初の自分の考えを支える根拠に付け加えが見られたもの 52.8％ 

② 最初の自分の考えとは異なる考えへの変容が見られたもの 53.6％ 

③ どのグループにも見られなかった新たな考えへの変容が見られたもの 50.0％ 

④ いずれの変容も見られなかったもの 11.2％ 

(1) 成果 

ア メモした付箋を整理する学習活動の有効性 

第４時で使用したワークシートに「明るくて笑顔ということも、私たちのクラスにとて

も合っていたので、取り入れた」と書いてあるが、この生徒は、他のグループの考えを取

り入れ、最初の自分の考えを支える根拠に付け加えている。これは、自分の考えと似てい

る他者の考えをワークシートの中央に近付けて貼ることで、自分の考えを表すキーワード

と類似したキーワードを取り入れやすくなり、考えを広げることができたのだと考えられ

る。また、類似している考えをメモした付箋を近付けて貼らせることで、多かった意見と

少なかった意見が明らかとなり、意見が多かったという理由で、最初の考えの一部を変更

する生徒や類似した考えのまとまりを手掛かりに、新しい考えを生み出している生徒も見

られた。これらのことから、多様な考えをメモした付箋を整理する学習活動は、自分の考

えを広げたり深めたりすることに対して成果があったといえる。 

イ 参考にする付箋を選び直す学習活動の有効性 

第４時で使用したワークシートに「また、笑顔のサルは、他のクラスの人にも三組の魅

力を一瞬で伝えられると思いました。」とあるが、これは、第４時で整理したメモを見渡し

いつにータクラャキのめたるえ伝に徒生のスラクの他をさ良のスラクのちた分自「、らがな

て考える」という課題について再度考えたことにより、話合いの課題解決にふさわしい考

えを生徒が選択したということである。話合いは、音声言語による考えの交流であるため、

話合いの課題を常に意識しながら思考・判断・表現することが難しい。一方で、そのよう

な流動性が新たな考えの創造につながるという面もある。本検証授業のように、話合いの

後に再度、課題を意識しながら、整理したメモを見直す時間を十分に確保することで、話

合いのデメリットを減らし、メリットを強め、生徒の考えを効果的に再構築させることが

できると分かった。 

(2) 課題 

全体への報告をさせる際に、報告者が自分たちの考えや根拠についてあまりにも詳細に発

表した場合、聞き手がメモする情報量が増えるとともに、必要な情報を判断することが難し

くなってしまうため、十分なメモを取れなくなり、必要に応じた質問もできなくなることが

分かった。そこで、報告者は必要最低限にしぼったキーワードを発表するようにしたところ、

聞き手は報告のメモを十分に取ることができ、その後、必要に応じて質問をしながらメモを

取ることもできた。今後、目的や意図に応じて何をどのように話すかということを、話し手

が自ら判断できるよう、話し方の指導を工夫することが必要である。 

※観点ごとに 

変容を分析 
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＜指導例２：第２学年＞ 他者の考えと自分の考えとを比較し、自分の考えを広げる力を育成

する指導の例 

１ 単元名 

  仕事をする上で必要な力について話し合おう 

   ～自分の考えと他者の考えとを比較し、考えを広げる～ 

２ 単元の目標 

様々な立場の考えを聞き取って自分の考えと比較することで、自分の考えを広げることが

できる。 

３ 評価規準 

  【国語への関心・意欲・態度】 

  ・課題に対して自分の考えをもち、聞き取った他者の考えと比較しようとしている。 

  【話す・聞く能力】 

  ・聞き取った様々な立場の考えと自分の考えとを比較し、納得できるかどうかを判断する

ことで、自分の考えを広げている。        （Ａ 話すこと・聞くこと(1)エ） 

【言語についての知識・理解・技能】 

  ・相手や目的に応じて、話の形態や展開に違いがあることを理解している。 

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ(ｵ)） 

４ 教材 

  ・ワークシート 

５ 主な学習活動 

(1) 単元の展開（全４時間） 

 学習活動 指導上の留意点 

第１時 ○ 単元の課題を把握し、自分の考えを

ワークシートに書く。 

 

○ 支持する立場ごとに編成したグルー

プで根拠について話し合う。 

・生徒の考えを六つの代表的な立場にまと

め、その中から自分が重要だと思う立場

を決めさせ、その根拠を考えさせる。 

・六つの立場に生徒を割り振って編成した

グループごとに、それぞれの立場の考え

を支える根拠について考えさせる。 

第２時 ○ パネルディスカッションの準備とし

て、自分たちのグループの根拠の補足や

パネリストとして討論する相手への質

問の検討を行う。 

・パネリストとして討論する相手のグルー

プが前時に考えた根拠のメモを渡し、パ

ネリストの役割に沿った質問や反論の

仕方を考えさせる。 

第３時 ○ 三つのグループがパネリストとなり、

１回目のパネルディスカッションを行

い、根拠をメモした付箋をワークシート

に整理する。 

・それぞれの立場の根拠を付箋にメモさ

せ、自分の考えと比べて納得できるかど

うかを判断しながらワークシートに貼

らせる。 
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第４時 ○ 第３時と同様に、２回目のパネルディ

スカッションを行い、メモした根拠を

ワークシートに整理する。 

○ メモを基に、他者の意見と比較しなが

ら自分の考えを再構築する。 

・１回目のパネリスト担当のグループとフ

ロア担当のグループを入れ替えて行う。 

 

・第１時の自分の考えを振り返らせ、考え

が広がっていることを実感させる。 

(2) 指導の展開例 

第１時 

① 本時の目標 

   仕事をする上で必要な力として何を身に付けたいか、職場体験などを基に自分の考えを

もつ。 

② 本時の学習 

学習活動 指導上の留意点 ○評価規準・〔評価方法〕 

○ 単元の課題を把握する。 

 

 

 

 

 

○ 職場体験など、これまで

の進路学習を踏まえ、仕事

をする上で必要な力につ

いて考える。 

 

○ 各自が考えた力を六つ

にまとめ、その中から「中

学校時代に身に付けたい

力」を一つ選び、その理由

をワークシートに書く。 

自分の考えをもつ 

○ 六つのグループに分かれ、

各グループの考えを支える

根拠について話し合う。 

・職場体験を終えた今、仕事をする上

で必要な力について考えを広げ、自

らの進路に対する意識を高めるため

に、パネルディスカッションを行う

ことを理解させ、学習の見通しをも

たせる。 

・仕事をする上で必要な力は何か、職

場体験などの進路学習等を踏まえ、

ワークシートに書き出させる。 

・必要に応じて、近くの生徒同士で相

談させる。 

・各自が考えた力を発表させ、「行動

力」、「理解力」など、六つにまとめる。 

・職場体験の経験や進路学習等で学ん

だことを基に、根拠を明確にして書

かせる。 

 

・同じ力を選んだ生徒でグループを構

成するが、必要に応じて人数調整を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 課題に対して自分

の考えをもとうとし

ている。 

〔観察・ワークシート〕 

 

第２時 

① 本時の目標 

   自分の立場の考えを支える根拠について、異なる立場の意見や質問を想定しながら話し

合う。 

② 本時の学習 
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学習活動 指導上の留意点 ○評価規準・〔評価方法〕 

○ 本時の見通しをもつ。 

 

 

○ パネルディスカッショ

ンで討論の相手となるグ

ループに対する質問や自

分たちのグループの根拠

などについて話し合う。 

 

○ グループごとに、パネ

ルディスカッションのリ

ハーサルを行う。 

・パネリストとして他の立場と討論する

役割の重要性を理解させ、事前の準備

が重要であることを確認する。 

・相手から質問されることを想定して回

答を考えさせるとともに、相手となる

グループが前時に考えた根拠のメモ

を渡し、相手の立場の根拠についてフ

ロアが理解を深められるような質問

の仕方を考えさせる。 

・パネルディスカッションの目的を踏ま

え、パネリストとして聞き手を配慮し

た話し方を考えさせる。 

 

 

 

○ 相手や目的に応じ

て、話の形態や展開に

違いがあることを理

解している。 

〔観察・ワークシート〕 

 

第３時 

① 本時の目標 

   必要に応じて質問しながら聞き取った様々な立場の根拠と自分の立場の根拠とを比較する。 

② 本時の学習 

学習活動 指導上の留意点 ○評価規準・〔評価方法〕 

○ 本時の見通しをもつ。 

 

 

○ グループの代表者は、

パネリストとして、自分

の立場の根拠を説明し、

互いに討論する。フロア

の生徒は、パネルディス

カッションを聞きなが

ら、根拠を付箋にメモし、

ワークシートに貼りなが

ら整理する。 

互いの考えを検討する 

○ パネリストによる討論

の後、フロアの生徒が質

問や意見を発表し、全体

で討論する。 

他者の考えを主体的に聞く 

・多様な立場の根拠を聞き、自分の考え

を広げることを理解させ、そのために

メモが重要であることを確認する。 

・パネリストの発表の後には、フロアの

生徒がメモを整理する時間を設ける。 

・メモした付箋の内容が納得できる場合

はワークシートの上の方に、納得でき

ない場合は下の方に貼らせ、納得でき

ない根拠については、より具体的な根

拠を求めたり、対立する根拠を示した

りしながら、質問させる。 

 

 

・パネリストからの回答に納得できた場

合には、付箋を動かし、自分の考えの

変化を明確にさせる。 

 

 

 

○ 聞き取った他者の

考えと自分の考えと

を比較しようとして

いる。 

〔観察・ワークシート〕 
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第４時 

① 本時の目標 

   パネルディスカッションを通して聞き取った他者の考えと自分の考えとを比較すること

で、自分の考えを広げる。 

② 本時の学習 

学習活動 指導上の留意点 ○評価規準・〔評価方法〕 

○ 本時の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

○ １回目と同様に、２回

目のパネルディスカッ

ションを行う。 

 

○ 六つの立場の根拠をメ

モしたワークシートを見

直しながら、他の立場の

根拠について振り返る。 

互いの考えを検討する 

○ 仕事をする上で必要だ

と思う力について、考え

をまとめる。 

自分の考えをより深める 

・前時のパネルディスカッションを振

り返らせ、良い質問の仕方などを確

認する。 

・前時と本時のパネルディスカッショ

ンで聞き取った多様な考えを比較

し、自分の考えを広げることを確認

する。 

・１回目のパネリスト担当のグループと

フロア担当のグループを入れ替える。 

 

 

・六つの立場の根拠を一度に見渡し、

自分の考えの根拠と類似しているも

のを確認させるとともに、納得でき

るかどうかについても再考させ、必

要に応じて付箋を貼り直させる。 

・様々な根拠をメモした付箋の中から

自分の考えの再構築に役立つものを

選ばせ、まとめのワークシートに貼

らせる。 

・第 1 時の自分の考えと比べながら考

えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 聞き取った他者の考え

と自分の考えとを比較し

ようとしている。 

〔観察・ワークシート〕 

 

 

 

 

 

○ 聞き取った様々な立場

の考えと自分の考えとを

比較し、納得できるかど

うかを判断することで、

自分の考えを広げてい

る。  〔ワークシート〕 
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【生徒による活動の例】 

第４時で使用したワークシート① 

 

第４時で使用したワークシート② 
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６ 検証授業の成果と課題 

 第２学年では、他者の考えと自分の考えとを比較し、自分の考えを広げる学習活動を行った。

本検証授業において、ワークシートに生徒が記述した内容を分析した結果、生徒の考えの変容

について、以下のような結果が見られた（対象生徒371名）。 

① 最初の自分の考えを支える根拠に付け加えが見られたもの 32.9％ 

② 最初の自分の考えとは異なる考えへの変容が見られたもの 49.6％ 

③ どの立場にも見られなかった新たな考えへの変容が見られたもの 9.7％ 

④ いずれの変容も見られなかったもの 7.8％ 

(1) 成果 

ア 付箋を活用したメモを取らせる学習活動の有効性 

   第４時で使用したワークシート①の左上に「リカイ→行動　ミスへる」（理解してから

行動すれば、仕事のミスが減る）とメモした付箋が貼られているが、この生徒は最初、この

付箋を一番下（納得できない）に貼っていた。そこで、「理解できても行動力がなければ、

仕事が進まないのではないか。」という質問をした。この質問に対し、「行動は必要だが、

職場体験の経験から中学生の行動力でも十分に対応できると分かった。それよりも理解し

ないで行動して間違えることの方が問題ではないか。」という回答を得て納得し、付箋を一

番上に貼り直した。このように、付箋にメモした他の立場の根拠のうち、納得できない方

に分類したものを見て質問する姿が多く見られた。話合いのメモを「納得できる・できな

い」という観点で分類することにより、数多くある他の立場の根拠から、どの根拠につい

て質問したらよいかが明確になる今回のメモの取り方は、必要に応じた質問を考えさせる

上で効果があったといえる。 

イ 多様な意見を比較する学習活動の有効性 

第４時で使用したワークシート②に「正確に仕事を進められるように、やるべきことを

十分に理解する力が大切だと思う。」とあるが、この生徒は、パネルディスカッションを通

して、「効率を上げることが大切」という自分の考えの根拠として、他の立場の根拠の方が

より説得力があると気付き、自分の根拠に付け加え、立場を変えた。これは、他者の考え

と自分の考えとを比較し、納得できる根拠と納得できない根拠の付箋を貼り分けることで、

より妥当性の高い根拠を明確にできたためだと考えられる。このように、付箋を活用して

多様な意見を比較する学習活動は、生徒の考えを広げることに効果があったといえる。 

(2) 課題 

考えの変容が見られない場合に共通しているのは、適切にメモを取ることができないとい

うことである。メモをほとんど取ることができなかった場合は、自分の考えとの比較もでき

ず、考えの再構築もできなかった。また、必要以上にメモしてしまった場合は、付箋が大量

になってしまい、考えの再構築の際にどのメモを生かしてよいか分からなくなり、考えの変

容に結び付けることができなかった。 

パネルディスカッションは、複数の立場のパネリストが討論し、フロアから不規則に質問

が出される。このような複雑な話合いの際にも、しっかりと要点のみを聞き取るメモの仕方

を身に付けさせる必要がある。これは第１学年の指導事項とも関連するため、第１学年から

の系統的な指導の工夫を行う必要がある。 
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＜指導例３：第３学年＞ 多様な考えを評価し、自分のものの見方や考え方を深める力を育成

する指導の例 

１ 単元名 

  海外の中学生に日本の良さを伝える○○市（区）ツアーの企画会議をしよう 
   ～多様な考えを聞き取って評価し、自分のものの見方や考え方を深める～ 

２ 単元の目標 

多様な考えを聞き取って評価し、自分のものの見方や考え方を深めることができる。 

３ 評価規準 

  【国語への関心・意欲・態度】 
  ・課題に対して自分の考えをもち、聞き取った他者の考えを評価しようとしている。 

  【話す・聞く能力】 

・多様な考えを聞き取って評価することで、自分のものの見方や考え方を深めている。 

                  （Ａ 話すこと・聞くこと(1)ウ） 

【言語についての知識・理解・技能】 

・聞き手に分かりやすく話すために、慣用句や四字熟語、和語・漢語・外来語などを効果

的に使っている。        （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ(ｲ)） 

４ 教材 

  ・ワークシート 
５ 主な学習活動 

(1) 単元の展開（全４時間） 

 学習活動 指導上の留意点 
第１時 ○ 単元の課題を把握し、自分の考えを

もつ。 
・相手意識や目的意識を明確にさせ、案

内する場所を考えさせる。 
第２時 ○ グループで案内する場所を決め、他の

グループを説得するために必要な根拠

をまとめる。 

○ 企画会議に向けて、聞き手が納得する

ような提案を準備し、予想される質問に

対する回答を考える。 

・第 1 時で決めた観点に基づいて、グ

ループごとに異なる場所を提案する

ための根拠を考えさせる。 

・企画会議の目的に沿った企画の提案と

なるよう、グループごとに助言する。 

第３時 ○ 企画会議を行い、多様な意見を聞き、

必要に応じて質問をしながら他のグ

ループの提案を評価する。 

・企画会議の目的を踏まえ、他の企画を

評価するために必要な情報を引き出す

ような質問をさせる。 
第４時 ○ 企画会議を踏まえて再提案する企画

を考え、自分のものの見方や考え方の深

まりを振り返る。 

・他のグループに対する質問などのメモ

を十分に振り返らせて、再提案を考え

させる。 
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(2) 指導の展開例 

第１時 

① 本時の目標 

単元の課題を把握し、海外の姉妹都市から来る中学生に、日本の良さを伝えるのにふさ

わしい場所について自分の考えをもつ。 
② 本時の学習 

学習活動 指導上の留意点 ○評価規準・〔評価方法〕 

○ 単元の課題を把握する。 

 

 

 

 

 

○ 姉妹都市から来る中学生

に日本の良さを伝えるため

に必要な要素を考える。 

○ 三つの観点を、自分が優

先する順番に整理する。 

○ 案内するのにふさわしい

場所をたくさん考え、観点

ごとに異なる色の付箋に書

き出した後、それらの付箋

を順位付けし、ワークシー

トに貼り付ける。 

○ 案内する場所として、最

もふさわしいと思う場所を

一つ決め、理由を書く。 

自分の考えをもつ 

・「海外の姉妹都市から来る中学生

に、日本の良さを伝えるとしたら、

○○市（区）のどこを案内するか」

をグループごとに考えて提案し、

クラスで最も優れた企画を決める

という課題を理解させる。 

・生徒の意見を整理して、「四季」、

「伝統・文化」、「食事」など、三

つの観点にまとめる。 

・一つの観点を重視して、場所を決

めてもよいことを確認する。 

・必要に応じて、案内するのにふさ

わしい場所を助言する。 

・考えられる場所を全て付箋に書き

出してから、付箋を順位付けして

貼らせる。 

 

・ワークシート全体を見渡して、全

観点の上位に入っている場所を選

んだり、自分の優先する観点の上

位にある場所を選んだりする方法

があることを助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 課題に対して自分

の考えをもとうとし

ている。 

〔ワークシート〕 

 

第２時 

① 本時の目標 

他のグループを説得するために必要な根拠をまとめ、聞き手が納得するような提案の準

備をする。 

② 本時の学習 

学習活動 指導上の留意点 ○評価規準・〔評価方法〕 

○ 学習の見通しをもつ。 ・他のグループの生徒が納得できる  
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○ グループで提案する場所

を一つに決めるために話し

合う。 

 

 

○ 他のグループの生徒を説

得できる根拠を考え、まと

める。 

 

 

○ 企画会議に向けて、グ

ループごとに提案の準備を

する。 

 

提案をするために必要な根拠をま

とめ、予想される質問と回答を考

えることを確認する。 

・企画会議で行う提案の例を実演

することで、学習の見通しをも

たせる。 

・第二候補まで決めさせ、各グルー

プが選んだ場所が重複していなけ

れば決定し、重複していた場合は

第二候補を基に相談させるなどし

て決定する。 

・自分たちが提案する場所のどの部

分を強調すると、「海外の姉妹都市

から来る中学生に日本の良さを伝

えることができるのか」という視

点をもたせて話し合わせる。 

・２分以内で聞き手を納得させるこ

とができるような話し方を考えさ

せる。 

・全ての説明はせず、聞き手から質

問を出させて、それに回答する方

法もあることを助言する。 

・各グループの提案の不十分な点を

指摘し、より良い提案にさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 聞き手に分かりや

すく話すために、慣用

句や四字熟語、和語・

漢語・外来語などを効

果的に使っている。

〔ワークシート〕 
 

 

第３時 

① 本時の目標 

多様な意見を聞き、必要に応じて質問をしながら他のグループの提案の内容を評価する。 
② 本時の学習 

学習活動 指導上の留意点 ○評価規準・〔評価方法〕 

○ 学習の見通しをもつ。 

 

 

○ 企画会議を行い、多様

な意見を聞く。 

他者の考えを主体的に聞く 

互いの考えを検討する 

・他のグループの提案の内容を聞き

取り、観点に基づいて評価するこ

とを確認し、メモの例を提示する。 

・各グループの提案や質問に対する

回答の要点を付箋にメモさせ、評価

しながらワークシートに貼らせる。 

・各グループに２分以内で企画を提

 

 

 

○ 多様な考えを聞き取

って評価している。 

〔観察・ワークシート〕 
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○ 評価の観点に基づいて

各グループの企画を評価

し、最も優れた企画を一

つ選び、理由を書く。 

案させる。 

・付箋にメモした情報を整理する時

間を設ける。 

・生徒が、企画会議の目的や観点に

沿った適切な質問をした場合に

は、取り上げて評価し、必要に応

じた適切な質問の仕方を学級全体

で共有できるようにする。 

・「姉妹都市から来る中学生に日本の

良さを伝える」という目的を再確認

して、評価させる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 聞き取った他者の考

えを評価しようとして

いる。〔ワークシート〕 

 

第４時 

① 本時の目標 

多様な意見を聞き、自分のものの見方や考え方を深める。 
② 本時の学習 

学習活動 指導上の留意点 ○評価規準・〔評価方法〕 

○ 学習の見通しをもつ。 

 

 

○ 自分のグループの発表を

振り返り、改善点を挙げる。 

 

○ 企画会議を踏まえ、より

魅力的な企画を考えて再提

案のメモを作成する。 

自分の考えをより深める 

 

○ グループでメモを読み合

い、意見を交換する。 

○ 単元の学習を振り返る。 

・企画会議を踏まえ、再提案する企

画を考え、自分のものの見方や考

え方を深めることを確認する。 

・他のグループの考えを踏まえて、

自分のグループの企画について

振り返り、改善点を挙げさせる。 

・企画会議で提案した場所と同じで

もよいし、別の場所に変えてもよ

いことを確認する。 

・高く評価した他のグループの考え

を取り入れるよう助言する。 

・互いの考えが深まった部分につい

て質問や助言をさせる。 

・企画会議の前後で、自分のものの

見方や考え方が深まっているか

を確認する。 

 

 

 

 

 

 

○ 聞き取った多様な考

えを評価することで、自

分のものの見方や考え

方を深めている。 

〔ワークシート〕 
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【生徒による活動の例】 

第３時で使用したワークシート 

 

第４時で使用したワークシート 
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６ 検証授業の成果と課題 

 第３学年では、多様な考えを聞き取って評価することで、自分のものの見方や考え方を深め

る学習活動を行った。本検証授業において、ワークシートに生徒が記述した内容を分析した結

果、生徒の考えの変容について、以下のような結果が見られた（対象生徒 242 名）。 

① 最初の自分の考えを支える根拠に付け加えが見られたもの 21.9％ 

② 最初の自分の考えとは異なる考えへの変容が見られたもの 51.1％ 

③ どのグループにも見られなかった新たな考えへの変容がみられたもの 16.0％ 

④ いずれの変容も見られなかったもの 11.0％ 

(1) 成果 

ア 多様な考えを聞き取って評価する学習活動の有効性 

第４時で使用したワークシートに「私は最初、くじら公園を提案することを考えた。し

かし今は、熊野神社を提案することを考えている。」と書いてあるが、この生徒は、企画会

議を通して、どの企画にも見られなかった新たな考えへと変容した。これは、「四班は、調

べたことだけでなく、自分達の経験を基に、日本の良さを伝える企画を考えていた。」とあ

るように、他のグループの考えを、「日本の良さを伝えるという課題に正対しているかどう

か」という観点から評価することで、課題を踏まえることの重要性に気付き、自分の考え

を再検討したためである。このように、多様な意見を聞き取って評価する学習活動は、自

分のものの見方や考え方を深めることに対して成果があったといえる。 

イ 必要に応じた質問をする学習活動の有効性 

第４時で使用したワークシートに「近くにわさび田」と書いてあるが、これは、第３時

で他のグループが提案した場所である。このグループに対する質問の答えとして「きれい

な水が日本の良さを伝えることになる」というものがあった。作品例の生徒はこのメモを

生かして、自分の根拠に付け足している。このように必要に応じて質問した回答のメモを、

質問者以外の生徒が活用し、自らの考えを深めている様子も見られた。話合い活動におい

て主体的な質問をさせ、メモを活用させることが、学級全体の生徒の考えを深めることに

有効であったといえる。 

(2) 課題 

メモに基づいて他者の考えを評価する活動を行う際に、ほとんどの考えに対して納得でき

るという良い評価にしてしまう傾向が強かった。そのため、第４時で考えを再構築する際に、

どの考えを取り入れてよいか分からなくなり、結果的に自分の考えを変えられないという状

況も見られた。これは、他者の考えを評価する際に、その根拠を質問することはできても、

その根拠の信ぴょう性や客観性、根拠と主張の整合性まで吟味するような質問ができなかっ

たことに原因があると考えられる。今後は、他者の考えの根拠の論理的な整合性や信ぴょう

性まで検討するために必要な質問をできるよう、説明的な文章を読む学習や論理の展開を工

夫して文章を書く学習の指導などと関連を図りながら、指導の工夫をしていくことが必要で

ある。 
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Ⅵ 研究のまとめ 

  本研究では、「他者の考えを主体的に聞き、自分の考えを深める力を育成する指導の工夫」

を研究主題とし、仮説に基づき検証を行った。以下、研究の成果と課題をまとめる。 

１ 研究の成果 

(1) 多様な考えを聞き取り、付箋にメモをさせる学習活動の有効性 

  聞き取った内容をメモした付箋を動かしながら、整理・比較・評価する学習活動を工夫し

たことにより、自分とは異なる考えの根拠について詳しく聞き出そうと、生徒が主体的に質

問する様子が多く見られた。これは、共通点・相違点や納得できる・できないという観点で、

付箋を分類させたことにより、自分とは異なる考えや根拠、納得できない考えや根拠が視覚

的にはっきりと捉えられるようになり、自分が何について質問したらよいかを自覚できるよ

うになったためだと考えられる。この結果、自分とは異なる考えについても十分に検討する

ことになり、生徒は自らの考えを広げたり深めたりすることができたといえる。 

(2) メモを活用して考えを再構築する学習活動の有効性 

  話合いの後に、聞き取った他者の考えを整理・比較・評価したワークシートを基に、自分

の考えを再構築させる学習活動を工夫したことにより、他者の考えや根拠と自分の考えや根

拠とを結び付けながら、より納得できる考えを再構築することができた。これは、ワークシー

トを見直すことで、自分の考えに近い考えや根拠、納得できる考えや根拠を視覚的にはっき

りと捉えらえるようになったため、どの考えや根拠を自分の考えに取り入れたらよいかが明

確になったためだと考えられる。また、ワークシートを見直しながら、再度、話合いの課題

や目的を確認させたため、話合いの目的や意図にふさわしい考えや根拠をしっかりと選び直

すことができたためだと考えられる。 

以上のことから、話合いの際に付箋等を活用して聞き取った内容を可視化して整理・比較・

評価する学習活動を適切に位置付けることが、互いの考えを生かしながらより良い考えを再

構築させることに有効であるといえる。 

２ 研究の課題 

(1) 生徒の発言や質問に対する即時評価の工夫 

  「話すこと・聞くこと」の指導では、実際に話し合っている生徒の発言自体が、生きた教

材となる。また、音声言語はその場で指導しなければ、消え去ってしまう。そのため、話合

いの課題解決につながる適切な質問を生徒が発言した場合は、その場で取り上げ、簡潔に価

値付ける必要がある。一方、適切な質問が生徒から出ない場合は、教師がモデルを示す必要

もある。他者の話を主体的に聞き、考えを深めることができる生徒を育成するには、このよ

うな即時評価を適切に行う工夫が必要である。 

(2) 付箋を使用したメモを考えの再構築に結び付けるための工夫 

  他者の根拠について検討する際には、話合いの目的に沿って判断する必要がある。しかし、

話合いの目的よりも自分の思い入れや好き嫌いなどの感情的な基準で判断している場合も見

られた。話合いの目的に沿って最適な判断をするという姿勢を生徒が身に付けられるよう、

話合いの課題を端的に提示する工夫や話合いの目的を常に意識させるワークシートや板書の

工夫などが必要である。 
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